
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年にラグビーワールドカップ、２０２０年には東京オリン

ピック・パラリンピックが開催され、多くの外国人旅行者が日本を訪

れることが見込まれています。 
 

政府は、「明日の日本を支える観光ビジョン」を策定し、訪日外国人

旅行者数を２０２０年は４０００万人、２０３０年には６０００万人

を目指して、インバウンド拡大の取り組みを推し進めています。  
 

年々拡大していく訪日外国人旅行者に対して、台風や地震などの災

害時の対応や情報提供の在り方が課題となっています。  

 

ＪＲ西日本は「駅構内でも改札から離れた場所に滞留している方へ

の情報提供」「観光地や宿泊施設等、駅以外に滞在している方への情報

提供」を新たな課題として、駅以外での情報提供の充実に向けて取り

組むことや、自治体や観光案内所と連携し、運行情報の周知を強化し

ていくことを発表しました。（ＪＲ西日本ＨＰ  １０月定例社長会見より）  
 

台風接近に関する運行情報について、改善を求める意見が多数寄せ

られています。お客さまが安心してご利用いただくために、ＪＲ東日

本会社は職場の意見を真摯に受け止め、課題を解決するべきです！ 


